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Ｈ２４年５月データ

１．概　　況

好転 不変 悪化

前月と比較して 1 28 0

今後３か月程度の見通し 1 27 1

全 体 漁 業 水 産 加 工 業 農 業 商 業

建 設 業 観 光 業 不 動 産 業 養 豚 業 自 動 車

好調 低調

＜業種別天気図＞

銚子信用金庫

全体の景況感（全２９店舗）

（前月と比較した当月の各業種の景況感を天気図で表示してみました。）

【漁　業】
　銚子港の平成24年5月の総水揚数量は22,471トンで前年同月比+330トンとなった。総水揚金額
も2,208百万円で前年同月比+561百万円の増加となった。イワシが前年同月比水揚数量・金額と
もに減少した。また、前月比については総水揚数量で+786トン増加、総水揚金額でも216百万円
増加した。5月は前年同月に水揚げのなかったサバ・アジの漁があり水揚数量、水揚金額ともに
増加に寄与した。ヤリイカの豊漁が続いている。

【農　業】
　銚子地区では、主要農産物であるキャベツ・ダイコンは、気温の上昇に合わせて育成が進み
出荷量が増加、6月中旬までは潤沢な出荷が続く見込み。春キャベツが最盛期を迎え、価格は低
下傾向、ダイコンは小ぶりの仕上がりだが、東北産の出荷が遅れ品薄感が続いている。

【商　業】
　エコカー補助金の復活もあり、マイカー購入が順調だが対象車種が限られたため待ち期間が
依然改善されていない。一方、住宅エコポイント制に伴うリフォーム工事等の増加が期待され
ている。
　小売業では、震災の影響も薄れつつあり、放射性物質による風評被害の影響も限定的になっ
ている。省エネをキーワードに生活関連商品の消費が上向き始めたが、依然として消費者の節
約志向は強く、厳しい状況が続いている。

【建設業】
　平成24年4月の公共機関からの受注工事(1件500万円以上の工事)は、千葉県で9,745百万円(前
年同月比▲6,369百万円)、茨城県は8,425百万円(前年同月比+3,806百万円)となった。また前月
(3月)と対比して千葉県は▲23,860百万円、茨城県も▲15,318百万円となった。
　
【観光業】
　銚子地区では、ゴールデンウィークは個人客を中心に宿泊施設はほぼ満室となり、顧客が
戻っている印象があることから、7月以降の宿泊に期待している。
　三井アウトレットパーク木更津のオープンは木更津地区の観光客は増加したが、外房方面へ
の影響は見えない。
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２．主要業種別動向

■　漁業・水産加工業

H24年5月 H23年5月 前年同月比 H24年5月 H23年5月 前年同月比

鰯 14,780 19,377 ▲ 4,597 555,296 754,785 ▲ 199,489

鯖 3,955 0 3,955 245,650 0 245,650

鯵 648 0 648 54,848 0 54,848

鰹・鮪 2,132 2,401 ▲ 269 843,844 672,974 170,870

(内鰹一本釣) 0 0 0 0 0 0

秋刀魚 0 0 0 0 0 0

底曳 694 203 491 347,198 139,529 207,669

その他 263 160 103 161,690 79,915 81,775

合計 22,471 22,141 330 2,208,525 1,647,203 561,322

数量 103.62%
金額 110.86%
数量 101.49%
金額 134.08%

H24年5月 H24年4月 H23年5月

鰯 12日 9日 10日
鯖 5日 8日 0日
鯵 2日 0日 0日

鰹・鮪 22日 22日 18日
(内鰹一本釣) 0日 0日 0日

秋刀魚 0日 0日 0日
底曳 23日 22日 20日

その他 24日 24日 23日

前月比

前年同月比

水　揚　日　数

数量（トン） 金額（千円）

銚　子　魚　市　場　水　揚　高

種類　　　区分

　銚子港の平成24年5月の総水揚数量は22,471トンで前年同月比+330トンとなった。総
水揚金額も2,208百万円で前年同月比+561百万円の増加となった。イワシが前年同月比
水揚数量・金額ともに減少した。また、前月比については総水揚数量で+786トン増加、
総水揚金額でも216百万円増加した。5月は前年同月に水揚げのなかったサバ・アジの漁
があり水揚数量、水揚金額ともに増加に寄与した。ヤリイカの豊漁が続いている。
　波崎港では、サンプリング検査等があり稼働日数は前月より3日増加して10日となっ
た。総水揚数量6,808トン、総水揚金額328百万円、対前月比水揚数量は+1,329トン増
加、同水揚金額はマイワシ等の魚価が低下したことから29百万円の減少となった。
  勝浦港では、総水揚数量は7,012トンで総水揚金額2,220百万円となった。前年同月比
では、総水揚数量、総水揚金額ともに増加した。前月対比では、総水揚数量で＋5,112
トン、総水揚金額も+1,137百万円と大幅に増加した。
　水産加工業は、フィーレ・塩干物が例年夏場まで売り上げが増加基調で推移するが、
放射能問題等の間接的影響から停滞基調が懸念される。
　また水産物販売では、鮮魚の放射性物質の検査を行い、安全性確認のうえ取扱われて
いるが、風評もあり、県産水産物の販売機会が失われる事態が懸念される。

銚子市漁業協同組合調べ
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■　農　　　　業

■　商　　　　業

銚子港水揚高推移
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　銚子地区では、主要農産物であるキャベツ・ダイコンは、気温の上昇に合わせて育成
が進み出荷量が増加、6月中旬までは潤沢な出荷が続く見込み。春キャベツが最盛期を迎
え、他産地の出荷と重なり価格は低下傾向、ダイコンは小ぶりの仕上がりだが、東北産
の出荷が遅れ品薄感が続いている。キャベツが1箱（10ｋｇ）540円～800円程度、ダイコ
ンもまれに見る高値が落ち着き、1箱（10ｋｇ）560円～780円程度と前月に比べ値を下げ
て取引されている。
　波崎地区のピーマンは、育成の遅れもありピークのない安定した出荷となり、価格は
前年比高値で取引された。今後の価格は安定する模様。
　旭地区のキュウリ・トマトの価格相場はキュウリが1本（等級　秀）5円～15円程度、
トマトは1箱（4Kg）300円～1,200円程度で取引された。前月と比較してキュウリは15円
程度値が下がり、トマトも750円程度値を下げて取引された。
　海上地区のマッシュルームは、1パック（100ｇ）100円前後と前年同月と同水準で取引
されている。マッシュルームは室内生産で気候の影響がなく安定した価格で推移してい
る。
　飯岡地区でも、引き続き葉物野菜は高値で推移している。パセリが（200ｇ、25束）
4,000円程度と前月比2,000円値上がりして取引された。

　個人消費については、エコカー補助金の復活もあり、マイカー購入が順調だが対象
車種が限られたため待ち期間が依然改善されていない。また、エコカー補助金予算の
消化が進んでおり先行きが不安視されている。一方、住宅エコポイント制に伴うリ
フォーム工事等の増加が期待されている。
　小売業では、震災の影響も薄れつつあり、放射性物質による風評被害の影響も限定
的になっている。省エネをキーワードに生活関連商品の消費が上向き始めたが、依然
として消費者の節約志向は強く、厳しい状況が続いている。
　銚子地区では、水産加工業の停滞が顕著で、設備投資が抑えられ、メンテナンスも
最低限の対応にとどまっており、機械・器具の販売が落ち込んでいる。

　

情報アドバイス
銚子商工会議所
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■　建　設　業

　

  前月戸数 前々月戸数     増減 　
千葉県 4,660 3,057 1,603

茨城県 1,959 1,555 404

■　観　光　業

　犬吠地区では、ゴールデンウィークは個人客を中心に宿泊施設はほぼ満室とな
り、顧客が戻っている印象あることから、7月以降の宿泊に期待している。
　銚子地区では、6月から銚子漁港で水揚げされた旬のイワシを多くの方に楽しん
でいただくため、「銚子入梅いわしまつり」を開催する。市内１４店舗の飲食店な
どが自慢のこだわり入梅いわし丼膳を期間限定で提供する。
　勝浦市ではゴールデンウィーク中天候に恵まれず、人出は昨年程度にとどまっ
た。6月に開催される「カツオまつり」に期待している。
　大多喜地区の筍シーズンも風評被害により観光客の出足は鈍く出荷も少なかっ
た。
　三井アウトレットパーク木更津のオープンにより木更津地区の観光客は増加した
が、外房方面への影響は見えない。
　飯岡地区の釣り船は、ハナダイの釣果が良く、マダイ等多様である。6月からは
ヒラメが解禁となり、客足の増加に期待している。
　

　千葉県・茨城県の住宅着工戸数は以下のとおり。

国土交通省統計情報より

千葉県住宅着工戸数
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　平成24年4月の公共機関からの受注工事(1件500万円以上の工事)は、千葉県で9,745
百万円(前年同月比▲6,369百万円)、茨城県は8,425百万円(前年同月比+3,806百万円)
となった。また前月(3月)と対比して千葉県は▲23,860百万円、茨城県も▲15,318百万
円となった。
　公共機関からの受注工事は、千葉県・茨城県ともに国および地方の機関からの受注
が減少したが、前年同月を千葉県は下回り、茨城県は上回る結果となった。
　平成24年4月の住宅着工戸数は、千葉県では4,660戸と前年同月比+32.0％(1,130戸)
の増加となった。茨城県については、1,959戸で+59.1％(728戸)と増加した。なお、前
月（3月）対比については、千葉県で1,603戸、茨城県では404戸の増加となった。

情報アドバイス
銚子商工会議所
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■　不動産業

■ 養　豚　業・畜　産　業

■ 自動車ディ―ラ―

当 月 前 月 前 月 比 前 年 同 月 前 年 比

普 通 4,573 3,947 115.86% 2,971 153.92%

小 型 4,927 4,054 121.53% 3,567 138.13%

小 計 9,500 8,001 118.74% 6,538 145.30%

普 通 384 294 130.61% 148 259.46%

小 型 621 608 102.14% 434 143.09%

小 計 1,005 902 111.42% 582 172.68%

特 殊 221 183 120.77% 133 166.17%

バ ス 33 59 55.93% 9 366.67%

小 計 254 242 104.96% 142 178.87%

10,759 9,145 117.65% 7,262 148.15%

貨
物

特
殊
等

千葉県内新車登録台数状況（軽自動車を除く）

乗
用

総 合 計

千葉県内新車登録台数・前年同月比の推移
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　平成24年5月の東京市場での鶏卵と豚枝肉の卸売価格相場は、鶏卵（Ｍサイズ）の卸売価
格は平均168円/㎏で前月比▲14円/kg値下がりした。前年同月比については▲45円/kg値を
下げた。豚枝肉の卸売価格相場は、464円/㎏で前月比+24円/㎏値上がりした。前年同月比
については▲24円/㎏値を下げた。

　平成24年5月の千葉県新車登録台数は10,759台で、前年同月対比148.15％（+3,497台)の
増加となり、9ヶ月連続で前年同月台数を上回った。また、前月対比では117.65%（+1,614
台)の増加となった。
　車種市場別の登録台数状況を見ると、乗用車市場全体では9,500台の登録台数で前年同
月対比145.30％（+2,962台）の増加となった。また、貨物車市場は1,005台の登録台数で
前年同月対比172.68％（+423台）の増加となった。
　占拠率はトヨタが44.6％と高水準を確保しており、次いで2位は、8ヶ月連続でホンダ
（17.6％）となり、日産（13.8％）は3位となった。

社)日本自動車販売協会連合会　千葉県支部調べ

情報アドバイス
千葉トヨタ自動車㈱

　千葉市中央区では、15階建てのマンション計画が浮上した。
　茨城県神栖市では、土合地区で複数の分譲計画が進んでおり、6月から売り出し予定で、
事前予約が順調である。また、同地区では大手企業の遊休地分譲が計画されており、同エリ
アでの住宅供給が進む見込み。
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３．その他の動向

有効求人倍率 (単位：倍、増減はポイント)

前月 前々月 増減 前年同月 増減

銚子公共職業安定所管内 0.71 0.77 ▲ 0.06 0.65 0.06

茂原公共職業安定所管内 0.44 0.52 ▲ 0.08 0.47 ▲ 0.03

いすみ公共職業安定所管内 0.51 0.61 ▲ 0.10 0.56 ▲ 0.05

成田公共職業安定所管内 0.67 0.78 ▲ 0.11 0.46 0.21

佐原公共職業安定所管内 0.46 0.63 ▲ 0.17 0.39 0.07

千葉県 0.60 0.66 ▲ 0.06 0.50 0.10

常陸鹿嶋公共職業安定所管内 0.83 0.86 ▲ 0.03 0.62 0.21

茨城県 0.80 0.77 0.03 0.55 0.25

有効求人倍率＝有効求人数÷有効求職者数

電力使用量 (単位：千ｋｗｈ)

前月 前年同月 増減

東京電力成田支社管内総電力使用量 359,960 351,838 8,122

　平成24年(2012年）5月の負債総額1000万円以上を有する千葉県内企業倒産件数は42件
で、前月比で14件の増加となった。また、前年同月比では11件の増加となった。
　負債総額は51億8100万円で、前月比1億200万円の増加となり前年同月比では12億4000
万円の増加となった。5月は負債総額10億円以上の大型倒産は3件で、中小・零細企業の
小口倒産が大半を占めた。
　千葉県内の震災関連倒産は、5月は2件発生し、これで累計26件となった。震災後1年
を経過したこともあり、震災による店舗・工場の被害や津波による商品の損失といった
特別損失を計上する企業が多く見られるようになった。
　倒産原因としては、業績不振が全体の76.2％を占めており、引き続き水面下で業績不
振に喘いでいる企業は多く、他社との差別化、価格競争力に乏しい企業が経営体力を消
耗している。
　震災特需はあるものの、限定的であり建設業は慢性的に厳しい状況が続いている。ま
た、個人消費の低迷と低価格志向は徐々に小売サービス業の倒産を増加させている。欧
州の経済不安は円高要因となり、輸出企業の採算悪化は下請け企業にシワ寄せが出てい
る。
　夏場の電力需給問題や燃料高は幅広い業種の企業の採算面を悪化させる一因となる。
そのため、これまで倒産を先延ばしにしてきた企業が資金不足に陥る可能性が高く、夏
場に向けて相対的に企業倒産が増勢する可能性が高い。
　倒産会社の従業員数は155名で前月比38名の減少となった。
　産業別では「建設業」が13件と多く、次いで「小売業」が8件となった。負債総額で
は「小売業」が18億円と多く、次いで「製造業」が12億円となった。
　原因別では、「業績不振」によるものが32件（構成比76.2％）と多く、次いで「他社
倒産の余波」が5件（構成比11.9％）となった。

東京電力㈱成田支社調べ

ハローワーク銚子/茂原/いすみ/成田/佐原/常陸鹿嶋調べ

求　人

倒　産

電　力

(東京商工リサーチ・千葉県内企業倒産状況より)
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特集 第１４８回全国中小企業景気動向調査　当金庫分集計速報

■　業況

■　売上

■　収益

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

4～6月の実績

7～9月の予想

増加 やや増加 変わらず やや減少 減少
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4～6月の実績

7～9月の予想

増加 やや増加 変わらず やや減少 減少

本調査は全国各地の信用金庫において、年4回、四半期ごとに対象先企業の景気動向を聴き取り調査
し、信金中央金庫が分析・集計しているものです。
当金庫の対象先は営業店24店舗の顧客50先で、内訳は製造業17先、卸売業8先、小売業9
先、サービス業4先、建設業8先、不動産業4先となっています。全国の集計結果は後日公表されます
が､今回は6月初旬に行った当金庫の調査対象先の集計を、速報として掲載します。
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4～6月の実績

7～9月の予想

増加 やや増加 変わらず やや減少 減少
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■　資金繰り

■　昨年同期比の売上・収益

｢経営上の問題と当面の重点経営施策｣について

経営上の問題点（業種別上位項目）

製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業

当面の重点経営施策（業種別上位項目）
製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業

■売上の停滞・減少
■利幅の縮小
■料金の値下げ要
請
■同業者間の競争
　激化

■大手企業との競争
の激化
■利幅の縮小
■売上の停滞・減少
■同業者間の競争
の激化

■売上の停滞・減少
■利幅の縮小
■同業者間の競争
の激化
■人件費以外の
　経費の増加

■販路を広げる
■経費を節減する
■情報力を強化する
■新製品・技術を
　開発する

■販路を広げる
■経費を節減する
■情報力を強化する
■人材を確保する

■経費を節減する
■売れ筋商品を取
扱う
■品揃えを改善する
■仕入先を開拓
　・選別する

■経費を節減する
■販路を広げる
■宣伝・広告を
　強化する

■販路を広げる
■情報力を強化する
■経費を節減する
■教育訓練を
　強化する

■情報力を強化する
■販路を広げる
■経費を節減する
■宣伝・広告を
　強化する

■売上の停滞・減少
■利幅の縮小
■原材料高
■販売納入先から
の値下げ要請

■売上の停滞・減少
■同業者間の競争
　激化
■流通経路の変化
　による競争の激化
■利幅の縮小

■売上の停滞・減少
■大型店との競争
　の激化
■商店街の集客力
　の低下

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

4～6月の実績

7～9月の予想

増加 やや増加 変わらず やや減少 減少

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

売上額増加

収益増加

増加 やや増加 変わらず やや減少 減少
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電　話；0479-25-2121
ＦＡＸ；0479-24-4591
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ＵＲＬ；http://www.choshi-shinkin.co.jp

銚子市漁業協同組合
銚子商工会議所
株式会社 東京商工リサーチ
国土交通省　統計情報
社）日本自動車販売協会連合会　千葉県支部
千葉トヨタ自動車 株式会社
ハローワーク銚子
ハローワーク茂原
ハローワークいすみ
ハローワーク成田
ハローワーク佐原
ハローワーク常陸鹿嶋
東京電力 株式会社 成田支社
（順不同）
 ※ その他掲載データは当金庫独自の調査に
　　よるものです。

本誌作成にあたってのデータ参照先

ビジネス知恵袋のご案内

「取引先事業所の成長･発展」を目的に､経営コンサルティング企業の㈱タナベ経営と
タイアップし、みなさまのビジネスを支える多彩な情報をインターネットを通じて
ご提供するサービスです。

【年会費】17,850円（うち消費税850円）
【ご入会】当金庫取引の有無は問いません。入会申込書は、お近くのちょうししんきん

経営情報リポート
業種別・機能別・経営テーマ別に分類。
改善事例や経営ノウハウなど総数2,000種類の経営情報をご提供。

法律アドバイスネット
法律に関するQ＆A4,000種類。申請書・申告書記載例300件、根拠条文も閲覧可能。

ネット経営相談
企業経営に関するアドバイスネット。FAQを50件掲載。
あらゆる経営のお悩みをご相談ください。専門コンサルタント、法律･税務の専門家が
メールでアドバイスいたします。

リポート・ネット
毎月配信するリーダーズ・リポートと地域版コンサル・リポートをご覧いただけます。

その他のコンテンツを含めて、全16の充実したコンテンツが満載！
みなさまのお申込みをお待ちしています。

窓口またはご担当の営業担当者におたずねください。
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